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　町と茨城交通（株）では、４月から公共交通利用促進に向けた施策を実施しています。

　今秋からは、新たに次の取り組みを開始しました。

　↓↓↓４月から開始した実証実験　こちらも引き続き実施中です！↓↓↓

◎【水戸⇔石塚・野口・御前山間】の運賃値下げ・・・野口～水戸間1,000円→650円

◎ダイヤの拡充・・・水戸駅発の最終は21：30まで延長。

◎駐輪場の設置・・・桂中学校前・石塚小学校前バス停付近に駐輪場を設置。

　　　金　額　１か月／6,500円　６か月／35,000円　

　　　対象者　満65歳以上の方

　　　※発行時に顔写真１枚（タテ2.5cm×ヨコ2.0cm）と年齢を確認できる

　　　公的な書面（保険証等の提示が必要です。）

　これまでの約５倍のスペースに

なりました。

（※月末が月曜など休館日の場合はその前日となります。）

○新しく定期券を購入する方･･･各学校で発行される通学証明書をお持ちください。
○継続して定期券を購入する方・・・現在利用中の定期券をお持ちになると５％引きで購入できます。

問合せ　茨城交通株式会社　茨大前営業所  　 029‐251‐2334

茨城漫遊パス茨城漫遊パス

コミセン出張販売所で購入可能

　従来のバスのような乗降口の階段が

ありません。高齢の方も乗り降りがと

ても楽です。また、車いすの方もその

まま乗ることができます。



問診・身体計測・腹囲測
定・血圧・検尿・血液検
査・心電図・眼底検査

40～74歳の国保加入者
特定健診

（国保の方）
1,000円

（6,930円のところ）

問診・身体計測・腹囲測
定・血圧・検尿・血液検
査・心電図・眼底検査

18～39歳
※雇用されている方・生活習慣病で
治療中の方は除く。

生活習慣病
予防健診

1,000円
（6,930円のところ）

問診・身体計測・腹囲測
定・血圧・検尿・血液検査

75歳以上
※生活習慣病で治療中の方は除く。

高齢者健診
無料

（3,517円のところ）

胸部レントゲン40歳以上肺がん検診
無料

（546円のところ）

胸部レントゲン40歳以上結核検診
無料

（714円のところ）

生活機能チェック（問診）
生活機能検査（問診等の結
果必要者には追加検査）

65歳以上生活機能評価

検　診　名

前立腺がん検診　

肝炎ウイルス検診

対　　象　　者

50歳以上男性　　　　　　　

平成22年度に40歳を迎える方

検査方法

血液検査

血液検査

個 人 負 担 金

500円（2,310円のところ）

500円（3,150円のところ）

無料
（1,575円～
　3,780円のところ）

医療保険者（保険証を発行している機関）によっ
て異なります。
※詳細については、各自、加入している医療保
　険者にお問い合わせください。

40～74歳の被扶養者（社保の家族）
※医療保険者から発行された「特定
　健診受診券」と「保険証」が必要
　です。

特定健診
（国保以外の方）

胸
部
検
診

健  診  名 対　　象　　者 健  診  内  容 個人負担金

午前９時30分～11時

午後１時30分～３時

午前９時30分～11時、午後１時30分～３時11月12日（金）

11月11日（木）

期　　日 健　診　会　場受　付　時　間

七会保健福祉センター

桂公民館

常北保健福祉センター

　今年度、集団健診を受けることができなかった方を対象に、追加健診を実施します。

◎その他、以下の検診を対象者で希望する方に限り受け付けます。希望する方は、当日申し出てください。

　（追加健診では、大腸がん検診は実施しませんのでご了承ください。）

※11月11日は午前と午後で健診会場が異なりますのでご注意ください。

申込先・問合せ　健康福祉課（常北保健福祉センター内）　029‐240‐6550（直通）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　029‐288‐3111（内線370、371）
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ＭＹ　ＴＯＷＮ　ＮＥＷＳＭＹ　ＴＯＷＮ　ＮＥＷＳ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬老の日に先立ち、町内３か所で敬老会が行われま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。今年の招待者は町内にお住まいの75歳以上の方
々3,513人。あわせて金婚式典も開催され、結婚50年の金婚を迎える27組のご夫婦をお祝いしました。
　式典の後にはシルバーリハビリ体操や笠間警察署による交通事故防止講話、中学校吹奏楽部による演奏な

どが行われました。また、常北地区では「安心安全街づくり大会」が行われ、笠間警察署署員や青山小学校の

児童と教師、常北

高校の生徒、交通

安全母の会など地

域の方々がそれぞ

れ役者となり、振

り込め詐欺や防犯

対策について寸劇

で紹介しました。

河川清掃の様子

　「川と地域と私たちの街づくり」をテーマに県な

どが主催する第24回茨城県水際線シンポジウムで、

七会地区の自治会が実施している川をきれいにす

る運動に感謝状が贈られました。

　感謝状は、河川愛護月間の事業の一環として河

川愛護に尽力した団体に贈られるもので、茨城県

河川協会の山口会

長より、各自治会

を代表して区長会

長の　一郎さん（小

勝）が感謝状の贈呈

を受けました。

川をきれいにする運動に感謝状川をきれいにする運動に感謝状
県南生涯学習センター（土浦市）

88
1919

敬老会・金婚式典を開催しました敬老会・金婚式典を開催しました
コミュニティセンター城里・桂公民館・七会公民館

99
1212

4

町の誇れる自然環境を再認識町の誇れる自然環境を再認識
コミュニティセンター城里

88
1919

　城里町地球温暖化防止活動推進員主催の「エコ

ライフ推進フォーラム」が開催され、約60人が参

加しました。　　

　身近な環境問題について理解を深めてもらおう

と、地域で環境を守る活動に取り組む団体の活動

事例などを発表するこのフォーラムも今年３回目。

　今年も、青山小児童の園芸委員会の活動や七会

東小児童の緑の少年団活動、高校生の野鳥の観察

研究、鶏足山の環境保全グループ活動など、身近

な町の自然をいかす環境保全活動の事例が紹介さ

れました。

　　　　　　　　　　　　　また、廃食用油の再

　　　　　　　　　　　　利用についても紹介さ

　　　　　　　　　　　　れ、身近な生活の中で

　　　　　　　　　　　　取り組める環境保全に

　　　　　　　　　　　　ついて意見交換しまし

　　　　　　　　　　　　た。

永山　喜之

桐原　四郎

檜山　武夫

川野邉　進

小田木　正

櫻井　　正

鯉渕　新一

所　　正二

小澤直之介

山本　國男

小　坂

石　塚

石　塚

上阿野沢

石　塚

上阿野沢

錫高野

御前山

下古内

石　塚

101歳(明治42年４月生)  

100歳(明治42年10月生)  

99歳(明治44年８月生)  

98歳(明治45年４月生)  

97歳(大正元年10月生)  

97歳(大正２年２月生)  

96歳(大正２年10月生)  

96歳(大正２年10月生)  

96歳(大正２年12月生)  

96歳(大正２年12月生)  

氏　  名 年  齢 （生年月日）

川井　よし

長山　さく

鈴木　ハツ

綿引喜代子

千波　たき

　木　とき

冨安　きの

江幡　よて

　田　セキ

青　　しな

下古内

那珂西

下赤沢

上入野

下古内

粟

上入野

春　園

阿波山

孫　根

106歳(明治37年３月生)  

104歳(明治39年６月生)  

102歳(明治41年６月生)  

101歳(明治41年10月生)  

101歳(明治41年11月生)  

101歳(明治41年11月生)  

100歳(明治42年11月生)  

100歳(明治42年12月生)  

100歳(明治43年１月生)  

100歳(明治43年２月生)  

氏　  名 年  齢 （生年月日）

▲ 常 北 地 区 ▲ 桂  地  区 ▲ 七 会 地 区



自分で発電した電気で
扇風機を動かしました

すごい！音が鳴ってる～

阿久津町長と神戸隊長

三世代交流で飯ごう炊さんを体験三世代交流で飯ごう炊さんを体験
那珂西三区公民館

88
99

　子育て支援ボランティア

「なかさん元気っ子あそび

会」が主催する夏休みあそ

び会が行われ、地域の幼児、

児童と高齢者クラブ「サロ

ンなかさん会」のメンバー

が参加し交流しました。

　那珂西三区では年間を通

してむかしあそびやもちつ

き、バーベキューなどを三

世代交流のイベントとして行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　この日は「サ

　　　　　　　　　　　　　　　バイバルごはん

　　　　　　　　　　　　　　　たき体験」で、

　　　　　　　　　　　　　　　飯ごう炊さんで

　　　　　　　　　　　　　　　炊いたごはんを

　　　　　　　　　　　　　　　みんなで食べ、

　　　　　　　　　　　　　　　おじいちゃん、

おばあちゃんたちから戦争時代の生活について話

を聞きました。当時の衣類や農耕用具を使ったフ

ァッションショーも行われ、会場は笑いが絶えま

せんでした。

クリーン作戦で川をきれいに！ クリーン作戦で川をきれいに！ 
那珂川周辺

77
1818

　河川を大切にする

心の啓発を目的とし

て、毎年７月の河川

愛護月間に実施され

ている「久慈川・那

珂川水系一斉クリー

ン作戦」が今年も実施され、町内の御前山、上泉、

那珂西の各地区で町民約250人が参加し、河川の

清掃が行われました。

5

電気について学ぼう！親子科学教室電気について学ぼう！親子科学教室
古内小学校

88
55

　古内小学校で「親子科学教室」が実施され、全

校生徒とその保護者が参加しました。

　自分たちの暮らしと電気のかかわりについて学

ぶことがこの日のテーマ。日本原子力発電株式会

社が行っている「げんでんｅまなびクラブ出前教

室」のスタッフを講師に迎え、模型を見ながら電

気ができるしくみや地球温暖化について学びまし

た。

　　　　　　　　　　　　　　自転車発電器を使

　　　　　　　　　　　　　った実験では、自転

　　　　　　　　　　　　　車をこぐ運動によっ

　　　　　　　　　　　　　て電気を発電。一生

　　　　　　　　　　　　　懸命こいでも少量の

　　　　　　　　　　　　　電気しか発電できず、

　　　　　　　　　　　　　皆へとへとになって

　　　　　　　　　　　　　いました。

　　　　　　　　　　　　　　太陽光発電に関す

　　　　　　　　　　　　　る実験では、親子で

　　　　　　　　　　　　　協力し、太陽の光で

　　　　　　　　　　　　　メロディーが流れる

　　　　　　　　　　　　　ソーラーハウスを作

成。屋外で実際に太陽光をあてると、「小さな世

界」が流れ、みんなとても感動した様子でした。

　参加した４年生の加藤鞠花さんは、「電気を作る

のはとても大

変なのだと思

った。クーラ

ーをつけると

きも少しにす

るなどして電

気を大切にし

たい」と話し

ていました。

　交通事故防止と交通安全対策の推進を呼びかけ、全国の市町村を訪

問している全国交通安全キャラバン隊が城里町を訪れ、阿久津町長を

はじめ笠間警察署、城里町安全協会、城里町交通安全母の会など多く

の関係者に迎えられました。

　メッセージ伝達式では、神戸礼子隊長が内閣府特命担当大臣交通対

策本部長からの交通安全対策の充実を要望するメッセージを読み上げ

ると、阿久津町長から「町から悲惨な交通事故をなくすために全町民

互いに力をあわせていく」と決意文が述べられました。

全国交通安全キャラバン隊が町を訪問全国交通安全キャラバン隊が町を訪問
コミュニティセンター城里駐車場

88
2323
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追
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）
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時
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付
／
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９
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９
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）
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時
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日
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月
６
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土
）・
７
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日
）

　
午
前
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時
〜
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時
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分

会
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た
ち
な
か
市
総
合
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園

内
　
容
　
勝
田
地
区
・
那
珂
湊
地
区

　
産
業
祭
、
農
業
水
産
祭
、
物
産
展
、

　
抽
選
会
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
等

お

知

ら

せ

地
産
地
消
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
里
美
の
古
民
家
」が
オ
ー
プ
ン

源
泉
徴
収
義
務
者
に
対
す
る

平
成
22
年
分
年
末
調
整
説
明
会

戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
ま
す

お
で
か
け
く
だ
さ
い
！

公
共
下
水
道
へ

　
　
　
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ
　
笠
間
市
商
工
観
光
課

　
　
０
２
９
６
‐
７
７
‐
１
１
０
１

問
合
せ
　
茨
城
町
地
域
産
業
課

　
　
０
２
９
‐
２
９
２
‐
１
１
１
１

問
合
せ
　
ひ
た
ち
な
か
市
商
工
振
興
課

　
　
０
２
９
‐
２
７
３
‐
０
１
１
１

問
合
せ  

下
水
道
課

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
７
３
７
７

問
合
せ  

県
地
域
計
画
課
県
北
振
興
室

　
　
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
７
２
５

問
合
せ  

水
戸
税
務
署

　
　
０
２
９
‐
２
３
１
‐
４
２
１
１

下水道　水から聞こえる
　　　　　　「ありがとう」

平成22年度下水道推進標語

問
合
せ  

健
康
福
祉
課

　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０
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昨年の
美術展の様子

桂 公 民 館七 会 公 民 館

常 北 公 民 館
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  □町県民税
  □固定資産税
  □軽自動車税

  □国民健康保険税
  □後期高齢者医療保険料
  □介護保険料

  □農業集落排水施設使用料
  □公共下水道受益者負担金(桂処理区のみ)
  □公共下水道使用料
  □地域下水道使用料

  □水道使用料

税　務　課 都市建設課

健康福祉課

下 水 道 課
保　険　課

水　道　課

  □町営住宅使用料

  □保育園保育料

問合せ　税務課　　029 - 288 - 3111（内線124）

 ◆口座振替のできる税目等

 ◆取扱金融機関

　・常陽銀行　・筑波銀行　・ＪＡ水戸　・ＪＡ茨城中央（下水道課の料金等は取り扱いしていません。）
　・ゆうちょ銀行　・中央労働金庫（ろうきん）

　　引き落としをする口座の通帳
　　通帳の届出印
　　引き落としをする税金・料金の納付書

　・役場の各担当課　　・桂支所　　・七会支所　　　・町内の取扱金融機関の窓口

　※ゆうちょ銀行の口座から引き落としをする場合は、町内郵便局の窓口で手続きをしてください。

 ◆口座振替の注意点
　・口座からの引き落としは、原則として申し込みをした月の翌々月分からとなります。
　・引き落としをした年度の翌年度の４月中旬に１年分をまとめて記載した口座振替領収済通知書を送
　　付します。
　　（町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料）
　※ただし、軽自動車税継続検査用（車検用）の口座振替領収済通知書については、振替確認後に送付し
　　ます。（６月中旬予定）

　平成22年度「公民館美術展」を次のとおり開催します。展示作品を募集しますのでご応募くださ

い。出品申し込みは公民館ごとに受け付けます。申込用紙は各公民館窓口でお受け取りください。

たくさんのご応募をお待ちしております。

【七会公民館】　　0296‐88‐3210
　会　　期　11月６日（土）・７日（日） 

　申込期間　10月16日（土）～27日（水）

【桂 公 民 館】　　029‐289‐2220
　会　　期　11月13日（土）・14日（日） 

　申込期間　10月19日（火）～31日（日）

　※圷地区公民館（火曜・金曜・日曜開館）

　　岩船地区公民館（水曜・金曜・日曜開館）でも受付。

【常北公民館】　　029‐288‐5575
　会　　期　11月20日（土）・21日（日） 

　申込期間　10月26日（火）～ 11月５日（金）

 ◆手続きに必要なもの

 ◆手続きができる場所



ブックスタートとは？
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　親子のふれあいの時間をつなぐ絵本。

　本を読む声に反応して、赤ちゃんは穏やかな表情を浮かべます。

　赤ちゃんが幸せを感じる時間は、親にとっても心安らぐ子育ての時間。

　絵本は、親と子が心を通いあわせ、『きずな』を深める心の広場です。

　皆さんも『きずな』を深めるため、本を開いてみませんか？

　親子のふれあいの時間をつなぐ絵本。

　本を読む声に反応して、赤ちゃんは穏やかな表情を浮かべます。

　赤ちゃんが幸せを感じる時間は、親にとっても心安らぐ子育ての時間。

　絵本は、親と子が心を通いあわせ、『きずな』を深める心の広場です。

　皆さんも『きずな』を深めるため、本を開いてみませんか？

城里町では、平成22年６月から、『ブックスタート』がはじまりました。

１歳児歯科健診の会場で、城里町母子愛育会のみなさんが絵本をお渡ししています。

対象となる方には、健診のご案内と一緒にブックスタートに関するお手紙を送付しています。

城里町では、平成22年６月から、『ブックスタート』がはじまりました。

１歳児歯科健診の会場で、城里町母子愛育会のみなさんが絵本をお渡ししています。

対象となる方には、健診のご案内と一緒にブックスタートに関するお手紙を送付しています。

絵本は、“役に立つ”“ためになる”ものではなく、“楽しみ”そのものです。

　一冊の絵本が子どもに与える楽しみと喜びが大きいほど、その中味は深く心に残り、子どもが本

を好きになる原動力となります。

子どもが好きな絵本は、繰り返し読んであげること、それが読書への大切な入口です。

　読書とは、ただ字を読むことではなく、本の中の世界へ入り込み、夢中になって楽しむことです。

　語りかけを難しく考えないでください。絵本にかいてあることをそのまま読んであげればよいの

です。

絵本は“読みっぱなし”で、無理に理解させる必要はありません。

絵本は、子どもに読ませる本ではなく、“大人が子どもに読んであげる本”です。

　親と子の絆が問題になっている現代の家庭では、家族ができるだけ多くの時間をともにすること

が、子どもに大きな心のよりどころを与えます。

　絵本を開いて優しく話しかけてもらうのは、赤ちゃんの成長にとってとても大切な時間。愛情に

満ちた「ことば」を語りかけることで、子どもたちはとても大切にされ、愛されていることを知り、

喜びを感じます。

絵本は、“役に立つ”“ためになる”ものではなく、“楽しみ”そのものです。

　一冊の絵本が子どもに与える楽しみと喜びが大きいほど、その中味は深く心に残り、子どもが本

を好きになる原動力となります。

子どもが好きな絵本は、繰り返し読んであげること、それが読書への大切な入口です。

　読書とは、ただ字を読むことではなく、本の中の世界へ入り込み、夢中になって楽しむことです。

　語りかけを難しく考えないでください。絵本にかいてあることをそのまま読んであげればよいの

です。

絵本は“読みっぱなし”で、無理に理解させる必要はありません。

　絵本を読み終えた後、あれこれと質問をしたりして、無理にわからせようとしないでください。

　もちろん子どもの方から語りかけてきたり、質問をしてきた場合は喜んで話し合いたいものです。

　何より、一冊の本を読み終えた時の喜びや満足感を大切にしてあげてください。

　絵本を読み終えた後、あれこれと質問をしたりして、無理にわからせようとしないでください。

　もちろん子どもの方から語りかけてきたり、質問をしてきた場合は喜んで話し合いたいものです。

　何より、一冊の本を読み終えた時の喜びや満足感を大切にしてあげてください。

絵本は、子どもに読ませる本ではなく、“大人が子どもに読んであげる本”です。

　親と子の絆が問題になっている現代の家庭では、家族ができるだけ多くの時間をともにすること

が、子どもに大きな心のよりどころを与えます。

　絵本を開いて優しく話しかけてもらうのは、赤ちゃんの成長にとってとても大切な時間。愛情に

満ちた「ことば」を語りかけることで、子どもたちはとても大切にされ、愛されていることを知り、

喜びを感じます。

問合せ　健康福祉課（城里町常北保健福祉センター内）保健師まで
　029‐240‐6550（直通）　029‐288‐3111（代表）

　ブックスタートは、親と子が一緒に本に触れる機会を促進させようと、1992年

にイギリスで始まりました。

　日本には2000年に紹介され、2001年４月に12市町村が実施。乳児健診の際な

どに読み聞かせを行ったり、絵本を手渡す活動が全国各地に広がっています。

　ブックスタートは、親と子が一緒に本に触れる機会を促進させようと、1992年に

イギリスで始まりました。

　日本には2000年に紹介され、2001年４月に12市町村が実施。乳児健診の際などに

読み聞かせを行ったり、絵本を手渡す活動が全国各地に広がっています。

次回の「まごころ通信」は１月号に掲載予定です。
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　夏休みを利用して、２年生全員が県内の31の事業
所において３日間のインターンシップ（就業体験）を
行いました。各事業所の皆さまには大変お世話にな
りました。心から御礼申し上げます。

　県内唯一、常北高校ならではの学校行事！全校生徒が城里町内約40キロを自転車で走ります。
町内の皆さまにはご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。※荒天時は17日（日）に順延。

  8:50～　開会式　9:10～　星野由美子ジャズバンドによるミニライブ
10:10～　輪島功一氏（元ボクシング世界チャンピオン）「講演会」
※先着400名様入場無料。事前申し込みは必要ありません。

楽しい催し物がいっぱい
です！多数のご来校をお
待ちしています。

３日間体験してまず
初めに思ったのは、
大変だということで
す。周りの人たちは
この作業を毎日して
いるのですごいなあ
と思いました。
田口美恵
　　　（常北中出身）

（株）イトウ（城里町）

お客様へしっかりあい
さつすることと明るく
接することがとても大
切でした。
赤津翔（双葉台中出身）
スポーツオーソリティ
　　　　　　(水戸市)

犬たちの命を扱う
仕事なので緊張し
ました。
鯉渕優菜
　　（常北中出身）
グリーンヒル本店
　　　　（水戸市）

インターンシップでは、
今まで体験したことの
ないことが体験できて
よかったです。
桐原涼（桂中出身）
サロントモ花（水戸市）

自分たちが寸法を測った
ところにちゃんとアクリ
ル板が入ってとてもよか
ったと思いました。
仲田怜司（水戸三中出身）
永井ガラス（水戸市）

ブロックを積むのにも
決まりがあることを初
めて知りました。
横山寛人（常北中出身）
渡辺左官工業
　　　（ひたちなか市）

「火を消すよりも人命
救助が大事」そのため
火災の現場では情報収
集がとても大切だとわ
かりました。
瀧寿雅（水戸四中出身）
水戸市消防本部
　　　　　　（水戸市）

※紙面の都合で一部の事業所のみの紹介にさせて
　いただきました。ご了承ください。



水城高校３年
浅野恵太くん（那珂西）
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総合優勝　青山ウィングススポーツ少年団

上古内チーム

プレー中の小林くん

浅野恵太君　夏の甲子園大会に出場
阪神甲子園球場（兵庫県）

　第92回全国高等学校野球選手権大会に水城高

等学校３年生で野球部の浅野恵太くん（那珂西）

が茨城県代表の一員として出場しました。

　浅野君が野球を始めた

のは小学校１年生のとき。

石塚ビックス野球スポー

ツ少年団でピッチャーを

していました。

　野球を始めた小学生の

頃からテレビで見て憧れ

ていた甲子園大会。大会

ではキャプテンという責

任のある役目を抱えなが

ら、チームをまとめあげ、最後の夏に念願の出

場を決めました。

　試合に出た感想を聞くと、「甲子園はすっと長

い間目標にしていた場所だったので、出場でき

てとても嬉しかった。球場はとても特別な雰囲

気でした。たくさんの人が応援に駆けつけてく

れて、応援の声もとてもよく聞こえました。」

と話していました。

　浅野君は大学に進学し、野球を続けていくそ

うです。

88
1111

第10回御前山近郊少年軟式野球大会
御前山小学校グラウンドほか

鬼怒緑地運動公園（筑西市）

88
2222

茨城県ソフトボール協会加盟団体親善大会

　得失点差で順位を争う大会で上古内チームは

24チーム中上位４チームに入り、４チーム中最も

多く得点をあげ見事優秀賞に輝きました。

小林祐介君  ソフトテニスで全国大会
沖縄県総合運動公園庭球場

　岩瀬日本大学高等学校３年生で塩子在住の小

林祐介くんが茨城県高等学校総合体育大会・男

子団体の部で優勝し、沖縄県で行われた全国高

等学校総合体育大会（美ら島沖縄総体2010）に茨

城県代表として出場しました。

　小林くんは七会中学校１年生のときに部活動

でソフトテニスを始め、岩瀬日大高校に進学後

も部活動に励み、徐々に実力を発揮。今回、初

めて全国大会に出場しました。

　大会では、島根県代表の出雲北陵高校と対戦。

２番手、小林・中野ペアで出場し、熱戦を繰り

広げました。

結果は２対１

で惜しくも敗

退しましたが、

全国大会で堂

々とした試合

を展開しまし

た。

88
99

第17回城北地方中学新人サッカー大会
上古内多目的広場・うぐいすの里運動広場

　第17回城北地方中学新人サッカー大会が町内

２会場で行われました。大会には、近隣の中学

校から12チームが参加し、町内からは常北中学

校、桂中学校の２校が参加。常北中学校が見事

優勝しました。

9
1211

8
81

優　勝　常 北 中

準優勝　水戸五中

第３位　双葉台中



◆
黒
沢
　
忠
三
郎
（
十
八
烈
士
）

く
ろ
さ
わ

ち
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

天
保
元
年（
１
８
３
０
年
）〜
万
延
元

年（
１
８
６
０
年
）７
月
11
日
／
病
死

／
31
歳
／
水
戸
藩
士（
大
番
組
）

※
城
里
町
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
今
回
の
映
画
で
城
里
町
出
身
の

　
平
塚
真
介
さ
ん
が
役
を
演
じ
ま
す
。

　映画『桜田門外ノ変』最大の山場、桜田門外での襲撃現場と、背景となる江戸城の桜田門外周辺（桜

田門と濠、濠沿いに並ぶ彦根藩・安芸広島藩・杵築藩・米沢藩の大名屋敷など）を再現した日本最大級

のオープンロケセットを一般公開しています。また、場内には記念展示館も併設され、水戸藩や幕末の

歴史を紹介するとともに、キャスティング紹介や臨場感あふれるロケ風景など、映画『桜田門外ノ変』

の世界をご覧いただけます。お誘い合わせのうえご来場ください。

公開期間　平成23年３月31日まで（予定）　　会　　場　水戸市千波湖畔（水戸市千波町3080番地ほか）

時　　間　午前９時～午後５時（入場受付／午後４時まで）

料　　金　大人（中学生以上）／800円、小学生／500円、小学生未満／無料　※団体割引・特別割引あり

主催・問合せ　水戸藩開藩四百年記念『桜田門外ノ変』映画化支援の会　　029‐244‐3941

　茨城県内から発信している映画『桜田門外ノ変』がいよいよ公開され

ます。ぜひご鑑賞ください。

近隣の
　上映劇場

シネプレックス水戸

ＴＯＨＯシネマズ水戸内原

ＴＯＨＯシネマズひたちなか

笠間ポレポレホール

ひ た ち な か 市

笠 間 市

水 戸 市

「近世明義傳」/鯉渕晴人氏所蔵

　
名
は
勝
算
。
父
は
黒
沢
林
蔵
勝
正

（
大
関
増
長
三
男
）、
母
は
父
の
義
兄

黒
沢
勝
強
の
娘
。
桜
田
事
件
の
大
関

和
七
郎
は
実
弟
、
廣
岡
子
之
次
郎
は

甥
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
体
格
が
良
か
っ

た
の
で
、
剣
道
場
に
通
わ
せ
た
と
こ

ろ
上
達
目
覚
ま
し
く
、
さ
ら
に
槍
術
、

馬
術
、
水
泳
な
ど
を
習
っ
た
。
学
問

に
も
励
み
、
藤
田
東
湖
、
戸
田
忠
敞

の
教
え
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
。

　
嘉
永
６
年（
１
８
５
３
年
）６
月
、

25
歳
で
江
戸
藩
邸
を
護
る
た
め
の
御

床
机
廻
を
命
じ
ら
れ
出
仕
す
る
。
翌

安
政
元
年（
１
８
５
４
年
）正
月
、
ペ

リ
ー
が
再
び
来
航
す
る
と
、
江
戸
藩

邸
警
護
を
命
じ
ら
れ
上
府
、
日
米
和

親
条
約
の
締
結
さ
れ
る
４
月
ま
で
滞

在
し
た
。
安
政
２
年
２
月
、
家
督
を

継
ぎ
百
石
、
小
晋
請
組
と
な
る
。
同

６
月
馬
廻
組
、
同
５
年
正
月
、
大
番

組
士
と
な
る
。

　「
戊
午
の
密
勅
」降
下
の
時
は
そ
の

全
国
回
達
を
主
張
し
、「
安
政
の
大
獄
」

が
始
ま
る
と
、
大
老
井
伊
直
弼
を
除

き
幕
政
を
正
さ
ん
と
す
る
計
画
に
参

加
し
て
い
っ
た
。
小
金
や
長
岡
の
屯

集
に
も
参
加
し
、
謹
慎
処
分
を
受
け

た
。
安
政
７
年（
１
８
６
０
年
）１
月

に
は
弟
大
関
、
甥
廣
岡
と
と
も
に
水

戸
を
脱
し
て
江
戸
へ
上
り
、
薩
摩
藩

士
の
有
村
兄
弟
や
田
中
直
之
進
ら
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
た
。

　
襲
撃
の
際
、
原
作
で
は
そ
の
長
身

を
買
わ
れ
、
襲
撃
合
図
の
短
銃
を
撃

つ
役
目
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。（
発
砲

者
に
関
し
て
は
諸
説
あ
り
。）左
翼（
お

濠
側
）黒
沢
隊
の
隊
長
と
し
て
激
闘
、

肩
と
耳
、
脇
の
下
を
負
傷
す
る
が
現

場
を
脱
し
脇
坂
家（
龍
野
藩
）へ
佐
野
、

蓮
田
、
斎
藤
と
と
も
に
自
訴
し
た
。

同
日
暮
れ
方
、一
同
は
細
川
家（
熊
本

藩
）へ
預
け
替
え
ら
れ
、幕
府
の
取
調

べ
を
受
け
る
。
重
傷
で
あ
っ
た
が
、

手
当
て
に
よ
り
命
は
取
り
留
め
た
。

そ
の
後
、
弟
大
関
と
と
も
に
前
田
家

（
富
山
藩
）へ
ま
た
預
け
替
え
ら
れ
、

事
変
以
後
、
は
じ
め
て
兄
弟
二
人
で

過
ご
す
機
会
が
も
て
た
。
だ
が
、
彼

一
人
は
４
月
21
日
に
九
鬼
家
（
三
田

藩
）へ
移
さ
れ
、
７
月
12
日
、
九
鬼
家

で
病
死
す
る
。
忠
三
郎
の
大
刀
は
刃

こ
ぼ
れ
が
は
な
は
だ
し
く
鋸
の
よ
う

で
、
奮
戦
の
あ
と
を
示
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
贈
正
五
位
。

※
水
戸
藩
開
藩
四
百
年
記
念
『
桜
田
門

　
外
ノ
変
』
映
画
化
支
援
の
会
よ
り
情

　
報
提
供

水戸藩開藩四百年記念

映画「桜田門外ノ変」情報 其の四
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無
縁
仏
露
け
く
両
手
合
は
せ
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

高
橋
　
芦
江

縦
横
に
水
路
の
走
り
曼
珠
沙
華

　
　
　
　
　
　
　 

鯉
渕
寿
美
恵

台
風
過
ぎ
川
底
石
ま
で
洗
は
れ
て

　
　
　
　
　
　
　 

森
　
　
静
江

豊
作
の
色
を
集
め
て
谷
津
田
な
り

　
　
　
　
　
　
　 

い
そ
べ
き
よ

丁
寧
に
　
ぐ
秋
茄
子
に
棘
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
昭
子

夕
蝉
や
灯
る
家
紋
の「
下
り
藤
」

　
　
　
　
　
　
　 

今
瀬
多
代
美

緑
化
壁
蔓
の
勢
ひ
白
ゴ
ー
ヤ

　
　
　
　
　
　
　 

田
所
　
厚
子

ぐ
っ
す
り
と
眠
り
故
郷
の
大
稲
穂

　
　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

赤
き
薔
薇
食
べ
し
鳥
な
り
糞
赤
し

　
　
　
　
　
　
　 

中
野
千
賀
子

お
は
よ
う
と
娘
の
笑
顔
涼
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　 

高
山
　
ヒ
サ

括
ら
れ
て
白
萩
塀
を
越
し
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

仲
田
ま
ち
ゑ

カ
ー
テ
ン
の
や
う
に
朝
顔
仕
立
て
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

秋
高
し
き
ら
め
き
て
水
流
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

飯
田
　
勇
一

秋
茄
子
採
る
夫
の
背
中
に
朝
日
射
す

　
　
　
　
　
　
　 

一
杉
　
常
子

は
る
か
て
ふ
コ
ス
モ
ス
畑
の
先
の
雲

　
　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

八
束
穂
の
垂
れ
し
稲
刈
る
口
大
き

　
　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

山
越
の
涼
気
に
仰
ぐ
鱗
雲

　
　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

桃
狩
り
や
会
津
の
山
の
お
の
が
す
み

　
　
　
　
　
　
　 

東
見
登
美
子

炎
天
や
大
瀬
の
簗
は
人
の
波

　
　
　
　
　
　
　 

岩
下
美
智
野

峡
谷
の
田
で
稲
穂
の
食
味
猪
親
子

　
　
　
　
　
　
　 

青
木
新
三
郎

反
省
も
た
っ
た
三
月
の
伝
書
鳩

　
　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

夫
婦
酒
尻
を
さ
わ
っ
て
つ
ね
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　 

永
井
　
英
陽

人
生
の
生
き
が
い
還
暦
す
ぎ
て
か
ら

　
　
　
　
　
　
　 

中
島
　
芳
春

飛
ん
で
来
た
カ
ブ
ト
捕
ま
え
得
意
顔

　
　
　
　
　
　
　 

山
本
　
隆
荘

ね
ぎ
畑
土
持
ち
上
げ
て
絶
好
調

　
　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

戸
を
繰
れ
ば
若
葉
に
も
や
の
か
か

る
空
清
し
と
仰
ぐ
朝
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　
　
　
　 

杉
山
み
ち
こ

息
や
孫
の
贈
り
く
れ
た
る
ラ
ン
の

鉢
双
手
に
余
る
心
の
こ
も
る
品
々

　
　
　
　
　
　
　 

宮
本
ふ
み
江

満
月
の
上
り
ゆ
く
空
こ
の
宵
も
夕

餉
の
仕
度
な
し
つ
つ
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　 

所
　
美
恵
子

訪
ふ
吾
を
待
ち
て
母
在
り
し
こ
の

部
屋
に
今
日
は
初
盆
の
提
灯
点
る

　
　
　
　
　
　
　 
渡
辺
千
紗
子

四
照
花
の
花
の
白
さ
よ
梅
雨
空
へ

さ
庭
明
る
く
か
が
や
き
を
増
す

　
　
　
　
　
　
　 

青
　
　
京
子

立
秋
す
ぎ
て
も
猛
暑
日
つ
づ
く
年
な

り
き
稲
田
色
づ
き
刈
り
始
む
る
早
稲

　
　
　
　
　
　
　 

秋
山
　
愛
子

亡
き
夫
は
教
え
子
の
内
に
不
幸
あ

ら
ば「
く
じ
け
ず
生
き
よ
」の
手
紙

を
送
り
し
　
　
　 

山
形
　
式
妙

熟
れ
ト
マ
ト
娘
に
与
ふ
れ
ば「
お
ー

い
し
い
!!
」と
電
話
の
向
か
ふ
で
感

嘆
の
声
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

腰
か
が
め
歩
く
こ
の
身
の
真
似
を

す
る
曽
孫
の
仕
草
に
笑
ひ
止
ま
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　 

佐
川
　
あ
や

連
日
の
炎
天
続
き
に
耐
え
ら
れ
ず

一
雨
ほ
し
い
と
祈
る
心
で

　
　
　
　
　
　
　  

阿
良
山
ウ
メ
ノ

我
だ
け
の
時
間
も
ち
た
い
と
思
い

つ
つ
今
日
も
一
日
草
に
追
わ
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

墓
参
り
通
い
続
け
て
早
や
九
年
春

夏
秋
冬
刻
は
変
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

猛
暑
日
も
咲
き
盛
り
い
る
百
日
紅

ま
し
ろ
紅
真
昼
を
彩
う
　

　
　
　
　
　
　
　 

枝
　
　
不
美

医
師
の
い
ふ
お
齢
の
せ
ゐ
を
諾
へ

ば
体
の
故
障
は
吾
れ
種
蒔
き
し
か

　
　
　
　
　
　
　 

片
見
　
和
枝

暑
に
あ
え
ぐ
午
後
の
ひ
と
と
き
草

む
ら
に
は
や
秋
の
虫
細
々
と
啼
く

　
　
　
　
　
　
　 

川
上
千
代
子

い
わ
し
雲
告
げ
給
い
て
よ
亡
き
兄

の
戦
死
し
た
る
島
に
終
戦
の
日
を

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
　
愛
子

「
触
れ
し
指
」「
驚
き
の
指
」引
込
め

て
孫
の
訝
し
む
野
の
お
じ
ぎ
草

　
　
　
　
　
　
　 

多
田
志
保
子

物
忘
れ
日
毎
つ
の
り
て
淋
し
く
も

テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
が
目
と
耳
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　 

坪
井
き
よ
子

病
む
兄
の
心
の
重
さ
推
し
量
る
術

な
く
今
日
も
別
れ
て
来
た
り

　
　
　
　
　
　
　 

萩
谷
登
喜
子

長
月
に
入
り
て
も
猛
暑
の
続
く
真
昼

陸
稲
刈
る
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
響
き
来

る
　
　
　
　
　
　 

冨
田
佐
智
子

相談内容 日　時 場　所 相 談 員内　容　等 問　合　せ

心配ごと相談
コミュニティセ

ンター城里

コミュニティセ
ンター城里

コミュニティセ
ンター城里

13日(水)
27日(水)
10:00～
　12:00

町の相談員、
弁護士

内容／家庭内の心配ごと、
　交通事故、結婚、離婚、
　遺産相続、土地問題など

社会福祉協議会
　 029‐288‐7013

消費生活相談
6日(水)
10:00～
　12:00

毎週水曜日
9:00～ 
　16:00

消費生活相談
員

弁護士

内容／悪質商法や多重債務
　などの消費者トラブル
※事前に電話で申し込み

27日(水)
10:00～
　15:00

内容／いじめ、体罰、差別、
　離婚、相続、金銭貸借、借地
　借家、近隣トラブルなど

健康福祉課
　 029‐240‐6550

教育相談 常北公民館

産業振興課

コミュニティセ
ンター城里

行政相談委員

人権擁護委員

26日(火)
13:30～
　15:30

行政相談

人権相談

内容／行政サービスに関す
　ることなど

総務課（内線222）
　 029‐288‐3111

毎週月曜日
13:00～
　17:00

町の教育相談
員

※電話（　 029-288-2409）、
　メール(　 soudan@town.
　shirosato.lg.jp）での相談
　も受け付けています

教育委員会事務局
　 029‐288‐3135

産業振興課
　 029‐288‐3111

（内線381）
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水
戸
藩
開
藩
四
○
○
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
製
作
さ
れ
た
映
画「
桜

田
門
外
ノ
変
」。今
月
16
日
か
ら
い
よ

い
よ
劇
場
で
の
上
映
が
始
ま
り
ま
す
。

映
画
の
公
開
を
記
念
し
、
郷
土
資
料

館
で
も
、
桜
田
門
外
の
変
と
郷
土
の

人
々
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
示
を
開
催

し
ま
す
。

▼銀狼王／熊谷達也／集英

社▼プラチナデータ／東野

圭吾／幻冬舎▼グラウンド

の空／あさのあつこ／角川

書店▼ゲゲゲの人生わが道

を行く／水木しげる／日本

放送出版協会▼探査機はや

ぶさ７年の全軌跡／ニュー

トンプレス▼あんじゅう／

宮部みゆき／中央公論新社

▼侍の翼／好村兼一／文芸

春秋

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日
　おはなし会　11:00から

新着図書から

　
日
本
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
幕
末
、

近
代
へ
の
転
換
点
と
な
っ
た
大
事
件

「
桜
田
門
外
の
変
」に
は
、
水
戸
藩
が

大
き
く
関
係
し
ま
し
た
。
尊
王
攘
夷

論
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
藩
主
徳
川
斉

昭
は
、
朝
廷
か
ら
勅
許
を
得
ず
に
米

国
と
の
条
約
に
調
印
し
、
安
政
の
大

獄
な
ど
攘
夷
派
の
弾
圧
を
行
っ
た
大

老
井
伊
直
弼
と
激
し
く
対
立
。
安
政

七（
一
八
六
○
）年
三
月
三
日
、
江
戸

城
桜
田
門
外
で
、
大
老
井
伊
は
水
戸

・
薩
摩
の
浪
士
ら
に
よ
っ
て
暗
殺
さ

れ
ま
す
。
こ
の
と
き
襲
撃
に
参
加
し

た
十
八
名
の
う
ち
、鯉
淵
要
人（
か
な

め
）
と
増
子
金
八
は
城
里
町
ゆ
か
り

の
人
物
。
ま
た
、
吉
村
昭
の
原
作
に

も
度
々
登
場
し
、
事
件
の
裏
方
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
加
藤
木
賞

三
や
、
斉
昭
の
雪
冤
の
た
め
単
身
京

に
上
り
、
後
に
幕
末
の
三
女
傑
に
数

え
ら
れ
る
黒
澤
止
幾
も
同
時
代
の
人

で
す
。
本
展
で
は
、
こ
れ
ら
城
里
ゆ

か
り
の
人
々
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
や

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
映
画
に
関
す
る
内
容
と
し

て
、
今
年
１
月
に
町
内
で
行
わ
れ
た

ロ
ケ
の
様
子
や
、
十
八
烈
士
の
一
人

黒
澤
忠
三
郎
役
と
し
て
映
画
に
出
演

し
て
い
る
城
里
町
出
身
の
俳
優
平
塚

真
介
さ
ん
も
紹
介
し
ま
す
。

　
百
五
十
年
の
時
を
経
て
、
映
画
化

さ
れ
た「
桜
田
門
外
ノ
変
」。
関
係
し

た
郷
土
の
人
々
を
知
る
こ
と
で
、
よ

り
深
く
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
会
期
　
10
月
16
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　
11
月
14
日（
日
）

■
協
力
　
杉
山
三
千
雄
氏
　
『
桜
田

　
門
外
ノ
変
』映
画
化
支
援
の
会
ほ
か

日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土

一般書　プラチナデータ／東野圭吾／幻冬舎
　　　　メモリーを消すまで 上･下／山田悠介／文芸社
　　　　北野武　今、63歳／北野武／ロッキング・オン
児童書　うごく／たかはしきよし／福音館書店
　　　　きんいろのさかな・たち／大谷美和子／誠文堂新光社

「
桜
田
門
外
の
変
と
郷
土
の

  

志
士
た
ち
」展
開
催
の
ご
案
内

■休館日
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19 20
2726　８月21日（土）、図書室でボランティアグループ

「あすなろ」による読み聞かせ会が行われ、参加

した子どもたちは、かみしばいや大型絵本で物語

の世界を楽しみました。お話のあとは皆で歌を歌

うなどし、明るい雰囲気のなか絵本に親しむこと

ができました。

鯉淵要人が使用した旗指物



納税には、簡単で便利な口座
振替をご利用ください

10月生まれの
１才は

人８

町 人口の
９月１日現在

の今月 納税等

10月１日発行人口

男

女

世帯

21,792人

10,664人

11,128人

7,411世帯

人　数

－２

＋１

－３

＋５

前月比

14 

はるかちゃんの笑顔で育
児疲れも吹っ飛びます！

10月３日生まれ10月３日生まれ10月11日生まれ10月11日生まれ 10月５日生まれ10月５日生まれ

10月18日生まれ10月18日生まれ10月19日生まれ10月19日生まれ10月25日生まれ10月25日生まれ10月28日生まれ10月28日生まれ

　琉くんの笑顔は最高
これからも元気に成長して
ね！

真愛の笑顔で楽しい毎日！
これからも家族みんなで幸
せになろうね。

心も体もすくすく大きく育
ってね

もうすぐお兄ちゃんにな
るかずちゃん　弟クンと
仲良く遊んでネ

走れ～走れ～高太郎～
ママみたいな鈍足にはな
っちゃだめだぞ～！

１才おめでとう！お兄ち
ゃんと仲良く、元気いっ
ぱいに育ってね

父
・
竜
一
さ
ん
　
母
・
久
美
子
さ
ん

青
木
　
一
真
く
ん
（
那
珂
西
）

父
・
良
一
さ
ん
　
母
・
真
由
美
さ
ん

か

ず

ま

高
橋
　
篤
人
く
ん
（
石
塚
）

あ

つ

と

ち
ゃ
ん
（
塩
子
）

小
滝
　
真
愛

父
・
朝
和
さ
ん
　
母
・
郁
子
さ
ん

ま

な

父
・
禎
雄
さ
ん
　
母
・
貴
子
さ
ん

父
・
高
志
さ
ん
　
母
・
麻
衣
子
さ
ん

こ

う

た

ろ

う

三
村
　
高
太
郎
く
ん
（
那
珂
西
）

り
ゅ
う
の
す
け

柳
橋
　
琉
之
亮
く
ん
（
石
塚
）

は
な

柴
山
　
華
ち
ゃ
ん
（
石
塚
）

父
・
亮
輔
さ
ん
　
母
・
美
穂
子
さ
ん

は
る
か

三
村
　
遥
ち
ゃ
ん
（
上
青
山
）

父
・
和
也
さ
ん
　
母
・
杏
子
さ
ん

町県民税
国民健康保険税 ( ６  期 )

( ３  期 )

後期高齢者医療保険料 ( ４  期 )
介護保険料 ( ４  期 )
水道使用料 (10月分)
下水道使用料 (10月分)
農集排使用料 (10月分)
住宅使用料 (10月分)

　毎日の暮らしの中で、困っていることや行政機関に要望したいことはありませんか。

　そんなときは、行政相談委員にご相談ください。

　行政相談委員は、行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する相談などを受け付け、

その解決のための助言や関係機関に対する通知等を行っています。相談は無料、秘密は厳守されますの

で、お気軽にご相談ください。

問合せ　総務課  　029‐288‐3111（内線222）

　　　　総務省茨城行政評価事務所　行政相談課　　0570‐090110

10月26日（火）

コミュニティセンター城里

12月15日（水）

桂公民館

２月16日（水）

七会公民館

■堀江　康夫さん　　029‐288‐5598

■加藤木京子さん　　029‐289‐2509

■阿久津英一さん　　0296‐88‐2738
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